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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
【表１】

　本発明に関連する発明の実施態様の一部を以下に示す。
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［態様１］
　１，２，３－トリクロロプロパンを含む供給流からの塩素化プロペンの製造方法であっ
て、少なくとも１つの塩素化工程及び少なくとも１つの脱塩化水素化工程を含み、当該方
法により生成した１，２，２，３－テトラクロロプロパンを再循環及び／又はさらに反応
させる、塩素化プロペンの製造方法。
［態様２］
　前記塩素化工程によりテトラクロロプロパンとペンタクロロプロパンとを含む混合物が
生成する、上記態様１に記載の方法。
［態様３］
　前記混合物が分離されて１，２，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れをもたらす
、上記態様２に記載の方法。
［態様４］
　前記１，２，２，３－テトラクロロプロパン流れが第１塩素化工程に再循環される、上
記態様３に記載の方法。
［態様５］
　前記１，２，２，３－テトラクロロプロパン流れが第２塩素化工程において塩素化され
て１，１，２，２，３－ペンタクロロプロパンをもたらす、上記態様３に記載の方法。
［態様６］
　前記分離により、さらに、未反応の１，２，３－トリクロロプロパンの流れがもたらさ
れ、当該未反応の１，２，３－トリクロロプロパンの流れは塩素化工程に再循環される、
上記態様３に記載の方法。
［態様７］
　前記分離により、さらに、ＨＣｌの流れと未反応のＣｌ２を含む流れがもたらされ、Ｈ
Ｃｌが当該方法から無水ＨＣｌとして回収され、前記Ｃｌ２は再循環される、上記態様３
に記載の方法。
［態様８］
　前記分離により、さらに、１，１，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れと、ペン
タクロロプロパン異性体とより重質の副生成物とを含む流れがもたらされる、上記態様３
に記載の方法。
［態様９］
　１，１，２，３－テトラクロロプロパンを含む前記流れを脱塩化水素化してトリクロロ
プロペンを含む流れを生成させ、当該トリクロロプロペン流れを塩素化して１，１，１，
２，３－ペンタクロロプロパンと１，１，２，２，３－ペンタクロロプロパンとを含む流
れを生成させる、上記態様８に記載の方法。
［態様１０］
　前記少なくとも１つの塩素化工程が、アゾビスイソブチロニトリル、１，１’－アゾビ
ス（シクロヘキサンカルボニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニ
トリル）、ジメチル２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオネート）又はこれらの組み
合わせを含むフリーラジカル開始剤の存在下で行われる、上記態様１に記載の方法。
［態様１１］
　前記少なくとも１つの脱塩化水素化工程が、鉄、塩化第二鉄、塩化アルミニウム又はこ
れらの組み合わせを含む脱塩化水素化触媒の存在下で実施される、上記態様１に記載の方
法。
［態様１２］
　前記混合物の残りを脱塩化水素化して、１，１，２，３－テトラクロロプロペン、２，
３，３－テトラクロロプロパン、ＨＣｌ及び未反応のペンタクロロプロパンを含む流れを
もたらす、上記態様３に記載の方法。
［態様１３］
　前記未反応のペンタクロロプロパンを脱塩化水素化して１，１，２，３－テトラクロロ
プロペンを含む混合物をもたらす、上記態様１２に記載の方法。
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［態様１４］
　前記１，２，２，３－テトラクロロプロパンを脱塩化水素化工程に再循環させて１，２
，３－トリクロロプロペンを生成させ、当該１，２，３－トリクロロプロペンを塩素化し
て１，１，２，２，３－ペンタクロロプロパンを生成させる、上記態様３に記載の方法。
［態様１５］
　上記態様１に記載の方法により製造した塩素化プロペンを２，３，３，３－テトラフル
オロプロパ－１－エン又は１，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エンに変換する
ことを含む、２，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エン又は１，３，３，３－テ
トラフルオロプロパ－１－エンの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１，２，３－トリクロロプロパンを含む供給流からの塩素化プロペンの製造方法であっ
て、少なくとも１つの塩素化工程及び少なくとも１つの脱塩化水素化工程を含み、前記塩
素化工程により生成したテトラクロロプロパン異性体が、１，２，２，３－テトラクロロ
プロパンを含む流れと１，１，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れに分けられ、１
，２，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れは８０％未満の転化率で塩素化され、１
，１，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れは脱塩化水素化される、塩素化プロペン
の製造方法。
【請求項２】
　前記塩素化工程によりテトラクロロプロパンとペンタクロロプロパンとを含む混合物が
生成し、１，２，２，３－テトラクロロプロパン流れと未反応の１，２，３－トリクロロ
プロパンが第１塩素化工程に再循環されるか、又は、１，２，２，３－テトラクロロプロ
パン流れが第２塩素化工程において塩素化されて１，１，２，２，３－ペンタクロロプロ
パンをもたらす、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１，１，２，３－テトラクロロプロパンを含む流れが、さらに、ペンタクロロプロパン
異性体とより重質の副生成物とを含み、１，１，２，３－テトラクロロプロパンをペンタ
クロロプロパン異性体及びより重質の副生成物から分離し脱塩化水素化してトリクロロプ
ロペンを含む流れを生成させ、当該トリクロロプロペン流れを塩素化して１，１，１，２
，３－ペンタクロロプロパンと１，１，２，２，３－ペンタクロロプロパンとを含む流れ
を生成させる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの塩素化工程が、アゾビスイソブチロニトリル、１，１’－アゾビ
ス（シクロヘキサンカルボニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニ
トリル）、ジメチル２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオネート）又はこれらの組み
合わせを含むフリーラジカル開始剤の存在下で行われ、及び／又は、前記少なくとも１つ
の脱塩化水素化工程が、鉄、塩化第二鉄、塩化アルミニウム又はこれらの組み合わせを含
む脱塩化水素化触媒の存在下で実施される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　１，１，２，３－テトラクロロプロパン及びペンタクロロプロパン異性体をより重質の
副生成物から分離し脱塩化水素化して１，１，２，３－テトラクロロプロペン、２，３，
３－トリクロロプロペン、ＨＣｌ及び未反応のペンタクロロプロパンを含む生成物流れを
もたらし、前記未反応のペンタクロロプロパンを生成物流れから分離し脱塩化水素化して
１，１，２，３－テトラクロロプロペンを含む混合物をもたらし、１，１，２，３－テト
ラクロロプロペンを２，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エン又は１，３，３，
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３－テトラフルオロプロパ－１－エンに変換する、請求項３又は４に記載の方法。
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